






Continuous Ambulatory Peritoneal Dialysis(CAPD)にて透析療法中で、2 次性副甲状腺

機能亢進症を合併した慢性腎不全児 5例に対して,経口的に大量の 1,25-(OH)2D3 を 1 回投

与し,副甲状腺ホルモン,イオン化カルシウムに対する影響を検討した。イオン化カルシウ

ムの有意な上昇は認めなかったが、副甲状腺ホルモンは 1,25-(OH)2D3 投与 24 時間後に有

意に低下した(P＜0.05)。経口的 1,25-(OH)2D3 の大量投与は,経静脈的に 1,25-(OH)2D3 を

頻回に投与することが困難な2次性副甲状腺機能亢進症に対して有効な治療法と思われる。

1 回投与では高カルシウム血症は認めなかったが、長期間の間欠大量療法を行う場合は経

静脈投与と同様注意が必要と思われる。


